
（別紙３）

～ 令和8年　4月　8日

（対象者数） 18 （回答者数） 8

～ 令和8年　4月　8日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○

分

さらに充実を図るための取組等

1

支援方法の共有については、これまで各職員の経験や判断に依

存している部分も見られるため、今後は事業所全体で支援の考

え方や具体的な対応方法を整理し、統一していく必要がありま

す。そのために、日々の支援の振り返りやケース検討の機会を

定期的に設け、実際の支援事例をもとに成功例や課題を共有し

ながら、共通理解を深めていきます。

また、研修については、発達特性への理解や支援技術、コミュ

ニケーション方法、行動面への対応など、実践に直結する内容

を計画的に取り入れ、職員の専門性の向上を図っていきます。

外部研修の活用や専門職からの助言も積極的に取り入れること

で、多角的な視点から支援力を高めていくことも重要と考えて

います。

これらの取り組みを通して、職員間で支援の質に差が生じない

ようにし、誰が対応しても一定水準の支援が提供できる体制を

整えていきます。その結果として、こども一人ひとりに対して

より安定し、一貫性のある質の高い支援の提供を目指していき

ます。

2

関係機関との連携をより計画的・継続的なものとするために、

定期的な情報共有の機会を設定し、必要に応じてケース会議等

を実施していきます。また、連携の目的や共有すべき内容を明

確化し、支援に必要な情報が適切に行き届くよう仕組みの整備

を進めていきます。これにより、関係機関との連携の質を高

め、こども一人ひとりに対してより一貫性のある支援の提供を

目指していきます。

3

日々の支援業務の中で個別対応が中心となっていることや、交

流の場を企画・運営するための時間や体制の確保が十分でない

ことが挙げられます。また、保護者の参加しやすい形やニーズ

を十分に把握できていないことも要因の一つとなっています。

今後は、保護者の負担に配慮しながら参加しやすい形での保護

者会や交流会の開催を検討し、少人数での座談会やテーマを設

けた情報交換の場など、段階的な取り組みを進めていきます。

さらに、日程や内容についても工夫を行い、より多くの保護者

が安心して参加できる環境づくりに努めることで、保護者同士

のつながりの強化と支援の充実を図っていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

個別性を重視した支援 こども一人ひとりの発達状況や特性に応じて、個別活動と集団

活動を組み合わせた支援を実施しています。課題としては、支

援内容が担当職員によって差が出ないよう、さらなる標準化が

求められていると思います

関係機関との連携体制 学校とは、行事予定や下校時刻などの情報共有を行うとともに

、送迎時の引き継ぎや必要に応じた連絡調整を通して、日々の

様子について相互に把握できるよう努めています。

医療機関においては、主治医や協力医療機関と連携し、必要に

応じて助言を受けながら、健康面や発達面に配慮した支援を実

施しています。また、服薬状況や医療的な配慮事項についても

情報共有を行い、安全に過ごせる環境づくりに取り組んでいま

す。

さらに、障害福祉サービス事業所等とも連携を図り、支援の方

向性や配慮事項について情報交換を行うことで、支援の一貫性

を確保しています。必要に応じてケース会議等を実施し、関係

機関が共通理解を持ちながら支援にあたる体制を整えています。

保護者との丁寧な情報共有 送迎時のやり取りや定期的なモニタリングの機会を通して、こどもの

日々の様子や成長の変化、気になる点などについて保護者と丁寧に情

報共有を行っています。その際には、事業所での具体的な活動の様子

をわかりやすく伝えるとともに、家庭での様子についても伺いなが

ら、相互に状況を把握できるよう努めています。

また、一方的な報告にとどまらず、保護者の思いやご意見にも耳を傾

けることで、安心して相談できる関係づくりを大切にしています。こ

うした日々の積み重ねを通して、こどもの発達状況や課題について共

通理解を深めるとともに、保護者との信頼関係の構築に努めています

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　4月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 はぴにこ

○保護者評価実施期間 令和8年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

令和8年　4月　1日

事業所における児童発達支援自己評価総括表公表



1

無理のない範囲で地域行事への参加や近隣施設との連携を検

討し、段階的に交流の機会を増やしていく必要があります。

あわせて、職員体制の工夫や安全面のルール整備を行いなが

ら、こどもたちが安心して地域と関われる環境づくりを進め

ていきます。さらに、地域住民への情報発信や行事への招待

なども視野に入れ、双方向のつながりを育てていくことを目

指します。

2

今後は、保護者のニーズを把握するためのアンケートや聞き

取りを行い、その結果を踏まえて無理のない形でペアレント

・トレーニングやミニ講座等の導入を検討していきます。ま

た、外部研修の活用や職員のスキル向上を図ることで、質の

高い家族支援が提供できる体制づくりを進めていきます。さ

らに、対面だけでなく資料配布やオンラインの活用など、保

護者が参加しやすい方法も取り入れながら、家庭での関わり

に活かせる実践的な情報提供の充実を目指していきます。

3

保護者のニーズや参加しやすい条件についてアンケートや聞

き取りを通して把握し、小規模な交流の場や短時間の集まり

など、無理のない形から実施を検討していきます。また、行

事とあわせた交流機会の設定や、きょうだいも参加できるイ

ベントの企画など、自然な形で関われる機会づくりを進めて

いきます。さらに、安心して参加できる雰囲気づくりや運営

方法の工夫を行いながら、継続的な交流支援の充実に努めて

いきます。

保護者・きょうだいの交流支援の未整備 業所の運営時間や人員体制の制約に加え、参加しやすい日程調

整の難しさや、どのような形式で実施することが適切かの検討

が十分でないことが挙げられます。また、保護者やきょうだい

のニーズを具体的に把握しきれていない点も、取り組みが進ん

でいない要因の一つとなっています。

このことにより、保護者同士がつながりを持ち、相互に支え合

う機会や、きょうだいが同じ立場の仲間と関わることで得られ

る安心感や気づきの機会が十分に確保できていない点が課題と

なっています

地域との交流機会の不足 事業所内での活動が中心となっており、地域に出て他児や住民

と関わる機会を十分に確保できていない状況です。その背景に

は、活動時間や人員体制、安全面への配慮などの制約があり、

計画的な交流の実施に至っていないことが挙げられます。

家族支援の取り組みの不足 日々の送迎時のやり取りや面談等を通して個別的な助言や情報

共有は行っているものの、保護者が継続的かつ計画的に学べる

ようなプログラムとしての支援体制は整備途上であり、家族全

体の対応力向上に向けた取り組みとしては限定的であることが

課題となっています。

その背景には、実施に必要な時間の確保や職員の専門的知識・

進行スキル、参加しやすい日程調整など、運営面での体制整備

が十分ではない点が挙げられます。また、保護者のニーズ把握

が十分にできていないことも、具体的な取り組みの実施に至っ

ていない要因の一つと考えられます。


